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AdS/CFT 対応予想は弦理論と 4次元場の理論との関係を理解する上で非常に有効な対応関係
に関する予想であるが、これに関連して最近AldayとMaldacenaによって双方の理論での強結合
領域でのグルーオン 4点関数の計算結果が一致することが示された [1]。この発見はグルーオン散
乱振幅というカラーの自由度を持つ対象に関してもAdS/CFT 対応が成り立つことを示した点で
非常に重要である。場の理論側での強結合領域でのグルーオン散乱振幅に対する予想は以前から
与えられていたが [2]、[1]は弦理論における南部・後藤作用の disk振幅に関して T双対を取った
固定境界を持つ最小曲面の面積のを計算し、その結果が上記の場の理論側の結果と定数のずれを
除いて一致することを示した。しかしながら 4点より多い外線を考えた場合この最小曲面の計算
は大変困難になり、未だに解析解は知られていない。このようなことから我々は数値計算を用い
て上記の対応関係を 4点より多い散乱振幅に拡張可能であるかを議論した [3]。
数値計算はNewton法を用いて適当に初期値として与えた配位を最小曲面に収束させる方法を

取った。我々はまず 4点関数すなわち T双対な空間では 4本の境界で囲まれた最小曲面について
の計算を行ない、これが [1]で与えられた解析解と非常に良い精度で一致することを確認した。次
に我々は 6点及び 8点関数のある特定の配位に関する解析を行なった。これにより得られた結果
をフィッティングしてみるとグルーオン振幅の赤外発散から現れる項の内 leadingなものが 6点の
場合 4点の場合の 6/4倍に、8点の場合 8/4倍に精度良く一致するという結論が得られた。このよ
うな結果はグルーオン振幅の発散項についての議論 [4]と一致しており、我々の結果が 6点及び 8
点の結果として非常に信頼に足るものであることを示している。

4点での結果 [1]では弦理論/場の理論での計算結果が発散項だけでなく有限項である運動量に
依存する項についても一致しているが、我々は [3]においてすでにいくつかの運動量配位置びつい
ての計算を行ない、また現在さらに一般的な配位での解を求めているので、将来的には数値的な解
析によって運動量依存項まで含めた弦理論/場の理論でのグルーオン散乱振幅の比較が可能である。
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